《記載例》
・１月　年次選手登録書（４０名）⇒新規選手は住民票が必要
・２月　追加選手登録書（３名）⇒住民票を添付
　　　　　　※ここまでは各ブロック長へ提出済み
・３月　１名退部
この場合、４月末までの報告は次のようになります。
年次登録書に追加登録書を添付の上、年次選手登録書の最後の選手名の下に線を引いて４月末現在の合計選手数を記載し、会長印を押します。
但し、年次選手登録書、追加選手登録書のいずれも、辞めた選手は朱線で消し、選手カードはブロック長へ返送してください。
《注》年次登録以降に追加選手登録をした場合、追加選手で同じ名前を入れないようにご注意願います。
　　（年次選手登録書の最後の選手名の下に）
------------------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　４２名　㊞
　※４２＝年次登録選手数＋4月末までの追加登録選手数－4月末までに退部した選手数
また上記事例で、４月に新たな追加登録（この場合は１名）が発生し、まだ追加登録書をブロック長へ未提出の場合は、この処理の中で次のように一緒に行い、新たな追加選手登録書とともに住民票を提出します。
　　（年次選手登録書の最後の選手名の下に）
------------------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　４２名
------------------------------------------------------　　
　　　　　　　　　　　　　　追加登録　　　　　　　　１名
　　　　　　　　------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　４３名　　㊞
このやり方（方法）は選手数の確定（４月末）まで、チームと連盟事務局との連絡のやり取りや登録金の確認作業等を極力少なくするためです。
◆ここで報告した選手数×2000円を選手登録費用として、５月末までに連盟の所定の口座へ振り込むことになります。
◆以降の追加登録については、随時実施することとなり、都度必要な資料（追加登録書、住民票）を各ブロック長へ提出し、登録費用を連盟事務所へ振込むこととなります。
